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(57)【要約】
　本発明は、エアロゾル発生物品と連動するエアロゾル
発生装置を備えたエアロゾル発生システムに関連する。
エアロゾル発生物品は、揮発性液体を含む第一の区画お
よび送達促進化合物を含む第二の区画を備える。エアロ
ゾル発生装置は、エアロゾル発生物品を受けるように適
合された外側ハウジングと、電源と、電源からの電力を
受け取るように構成され、エアロゾル発生物品が外側ハ
ウジング内に受けられた時に第一の区画を加熱するよう
に配置されているヒーターと、ユーザーからの入力を受
け取るように構成されている入力と、エアロゾル化され
た揮発性液体の量がユーザー入力によって決定されるよ
うに、ユーザー入力に応じてヒーターに供給される電力
の量を制御するように構成されているコントローラとを
含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生システムであって、
　　エアロゾル発生物品と連携するエアロゾル発生装置と、
　　　前記エアロゾル発生物品が、
　　　　揮発性液体を含む第一の区画と、
　　　　揮発性送達促進化合物を含む第二の区画とを備え、
　　　前記エアロゾル発生装置が、
　　　　前記エアロゾル発生物品を受けるように適合された外側ハウジングと、
　　　　電源と、
　　　　前記電源から電力を受け取るように構成され、前記エアロゾル発生物品が前記外
側ハウジングに受けられた時に前記第一の区画を加熱するように配置された少なくとも一
つのヒーターと、
　　　　ユーザーからの複数の個々の入力を受け取るように構成された入力であって、個
々のそれぞれの入力が、前記ユーザーによって要求されるそれぞれの個々のエアロゾル化
された揮発性液体の量に対応するものと、
　　　　負荷サイクルを変化させることによって少なくとも一つのヒーターに供給される
電力の量を制御するように構成されたコントローラであって、エアロゾル化された揮発性
液体の量が前記ユーザー入力によって決定されるように、前記ユーザーからの個々のそれ
ぞれの入力がそれぞれの個々の負荷サイクルに対応するものとを含む、エアロゾル発生シ
ステム。
【請求項２】
　前記個々の負荷サイクルが、約９０％～約１００％の間、約８０％～約９０％の間、お
よび約５５％～約６５％を含む、請求項１に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項３】
　個々のそれぞれの負荷サイクルがそれぞれの個々の電力プロフィールの定常状態部分で
ある、請求項１または２に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項４】
　個々のそれぞれの電力プロフィールが、前記定常状態負荷サイクルを含めた複数の負荷
サイクルを含む、請求項３に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項５】
　前記複数の負荷サイクルが約９０％～約１００％の間の第一の負荷サイクルを含む、請
求項４に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項６】
　少なくとも一つの前記電力プロフィールが約６５％～約７５％の間の第二の負荷サイク
ルを含む、請求項５に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項７】
　エアロゾル化された揮発性液体の量が前記第一の区画の温度に依存し、前記第一の区画
の温度が前記少なくとも一つのヒーターに供給される前記電力に直接関連する、請求項１
～６のいずれか１項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項８】
　前記エアロゾル発生物品がさらに、前記第一の区画および前記第二の区画の間の絶縁要
素を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項９】
　前記エアロゾル発生装置がさらに、前記電源からの電力を受け取るように構成され、前
記エアロゾル発生物品が前記外側ハウジングに受けられた時に前記第二の区画を加熱する
よう配置された少なくとも一つのさらなるヒーターを含み、前記コントローラがさらに、
エアロゾル化された送達促進化合物の量がエアロゾル化された揮発性液体の量に比例する
ように、少なくとも一つのさらなるヒーターに供給される電力の量を制御するように構成
されている、請求項１～８のいずれか１項に記載のエアロゾル発生システム。
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【請求項１０】
　前記コントローラがさらに、前記負荷サイクルを変化させることにより前記少なくとも
一つのさらなるヒーターに供給される電力の量を制御するように構成されており、前記少
なくとも一つのヒーターの前記負荷サイクルが、前記少なくとも一つのさらなるヒーター
の前記負荷サイクルと異なる、請求項９に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項１１】
　前記第一の区画の上流にある少なくとも一つの空気吸込み口および前記第二の区画の下
流にある少なくとも一つの空気出口をさらに含み、前記少なくとも一つの空気吸込み口お
よび前記少なくとも一つの空気出口が、前記少なくとも一つの空気吸込み口から前記少な
くとも一つの空気出口に、前記第一の区画を経由し、そして前記第二の区画を経由して延
びる空気の流れ経路を画定するよう配置されている、請求項１～１０のいずれか１項に記
載のエアロゾル発生システム。
【請求項１２】
　前記揮発性液体がニコチンを含み、前記エアロゾル発生装置での前記ユーザーの吸煙１
回当たりのエアロゾル化されたニコチンの量を約５０マイクログラム～約１５０マイクロ
グラムの間で制御することが可能な、請求項１～１１のいずれか１項に記載のエアロゾル
発生システム。
【請求項１３】
　前記送達促進化合物が蒸気相で前記揮発性液体と反応して、前記ユーザーによって吸入
されるエアロゾルを形成する、請求項１～１２のいずれか１項に記載のエアロゾル発生シ
ステム。
【請求項１４】
　前記送達促進化合物が酸を含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載のエアロゾル発
生システム。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載のエアロゾル発生システムで使用するためのエア
ロゾル発生装置であって、
　　揮発性液体を含む第一の区画、および送達促進化合物を含む第二の区画を含む、エア
ロゾル発生物品を受けるように適合された外側ハウジングと、
　　電源と、
　　前記電源から電力を受け取るように構成され、エアロゾル発生物品が前記外側ハウジ
ングに受けられた時に前記第一の区画を加熱するように配置された少なくとも一つのヒー
ターと、
　　ユーザーからの複数の個々の入力を受け取るように構成された入力であって、個々の
それぞれの入力が、前記ユーザーによって要求されるそれぞれの個々のエアロゾル化され
た揮発性液体の量に対応するものと、
　　前記負荷サイクルを変化させることによって前記少なくとも一つのヒーターに供給さ
れる電力の量を制御するように構成されたコントローラであって、前記エアロゾル化され
た揮発性液体の量が前記ユーザー入力によって決定されるように、前記ユーザーからの個
々のそれぞれの入力がそれぞれの個々の負荷サイクルに対応するものとを含む、エアロゾ
ル発生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアロゾル発生装置およびエアロゾル発生物品を備えた、エアロゾルをユー
ザーに送達するためのエアロゾル発生システムに関連し、エアロゾル化したニコチン塩粒
子をユーザーが制御可能な量だけユーザーに送達するための喫煙装置に特に関連する。本
発明はさらに、エアロゾル発生物品を受けるためのエアロゾル発生装置に関連する。
【背景技術】
【０００２】
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　ニコチンをユーザーに送達するための、ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供
与源を含む装置が知られている。例えば、ＷＯ　２００８／１２１６１０　Ａ１号は、ニ
コチンおよび揮発性送達促進化合物が気相で相互に反応して、ユーザーによって吸い込ま
れるニコチン塩粒子のエアロゾルを形成する装置を開示している。ところが、ＷＯ　２０
０８／１２１６１０　Ａ１号は、ユーザーが毎回の吸煙中にユーザーに供与するニコチン
の量を制御できるようにする方法には対処していない。
【０００３】
　さらに、電気的加熱式エアロゾル発生システムは、基体を加熱することによってエアロ
ゾルを発生させることが周知である。こうした一つのシステムがＵＳ　２００８／００９
２９１２号に開示されており、ここで電気ヒーターは、基体を含むたばこを加熱してエア
ロゾルを発生させるよう構成されている。
【０００４】
　エアロゾルを２つの供与源からユーザーに送達するよう構成されているその他のシステ
ムが周知である。例えば、ＷＯ　２０１３／１５２８７３　Ａ１号は、それぞれが別個の
エアロゾル生成成分を含むように配置されている２つの貯蔵部と、ユーザーに送達する前
にその２つの成分のエアロゾルを混合する混合手段とを備えたエアロゾル発生装置を開示
している。
【０００５】
　ＵＳ　２０１２／００４８２６６号では、ＷＯ　２０１３／１５２８７３　Ａ１号と類
似したシステムが開示されており、ここで第一および第二の物質が放出されてエアロゾル
を形成する。
【０００６】
　ユーザーに送達するための制御可能な量のニコチン塩粒子を生成することが望ましい。
従って、ユーザーに送達するためのニコチン塩粒子のエアロゾル形成の制御を可能にする
ＷＯ　２００８／１２１６１０　Ａ１号で開示されているタイプのエアロゾル発生システ
ムを提供することが望ましい。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の第一の態様によれば、エアロゾル発生物品と連動するエアロゾル発生装置を備
える、エアロゾル発生システムが提供されている。エアロゾル発生物品は、揮発性液体を
含む第一の区画および送達促進化合物を含む第二の区画を備える。エアロゾル発生装置は
、エアロゾル発生物品を受けるように適合された外側ハウジングと、電源と、電源から電
力を受け取るように構成され、エアロゾル発生物品が外側ハウジングに受けられた時に第
一の区画を加熱するように配置された少なくとも一つのヒーターと、ユーザーからの入力
を受け取るように構成されている入力と、エアロゾル化された揮発性液体の量がユーザー
入力によって決定されるように、ユーザー入力に応じてヒーターに供給される電力の量を
制御するように構成されているコントローラとを含む。
【０００８】
　「エアロゾル発生装置」という用語は本明細書で使用される時、エアロゾル発生物品と
相互作用して、ユーザーの肺にユーザーの口を通して直接吸入可能なエアロゾルを発生す
るエアロゾル発生装置を意味する。
【０００９】
　ユーザーが入力を提供してエアロゾル化される揮発性液体の量を決定できるようにする
エアロゾル発生システムを提供することによって、有利なことに、ユーザーにとって改善
されたユーザー体験が提供される。さらに、異なるユーザーの異なる要件を満足する単一
タイプのエアロゾル喫煙物品を提供でき、有利にも製造および供給のコストが低減される
。
【００１０】
　入力は、ユーザーから複数の個々の入力を受け取るように構成され、個々のそれぞれの
入力はユーザーによって要求されるエアロゾル化された揮発性液体のそれぞれ個々の量に
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対応する。入力は、複数のスイッチ、ボタンまたはそれに類するものでもよく、それぞれ
が個々の入力に対応する。当業者であれば、ソフトキーボタンと連動したディスプレイな
ど、その他任意の適切なタイプの入力を使用しうることを理解する。コントローラは、負
荷サイクルを変化させることにより、ヒーターに供給される電力の量を制御するように構
成されており、それぞれの個々の入力はそれぞれの個々の負荷サイクルに対応する。
【００１１】
　「負荷サイクル」という用語は本明細書で使用される時、その電源の最大ワット出力と
比較した電源の相対的なワット出力を意味する。従って、７０％負荷サイクルは、その電
源が送達できる最大ワット出力のうち７０％のワット出力を電源が送達することを示す。
【００１２】
　個々の負荷サイクルは、約９０％～約１００％の間、約８０％～約９０％の間、および
約５５％～約６５％を含みうる。結果的に要求される量の揮発性液体がエアロゾル化され
るために、その他任意の適切な負荷サイクルが使用されうることが理解される。
【００１３】
　個々のそれぞれの負荷サイクルは、それぞれの個々の電力プロフィールの定常状態部分
であることが好ましい。個々のそれぞれの電力プロフィールは、定常状態負荷サイクルを
含めた、複数の負荷サイクルを含むことが好ましい。定常状態負荷サイクルは、一連の複
数の負荷サイクルにおける最後の負荷サイクルであることが好ましい。一連の複数の負荷
サイクルは、約９０％～約１００％の間の第一の負荷サイクルを含むことが好ましい。一
連の電力プロフィールのうち少なくとも一つは、約６５％～約７５％の間の第二の負荷サ
イクルを含むことが好ましい。
【００１４】
　好ましい一つの実施形態で、コントローラは、３つの電力プロフィールのうち１つを使
用してヒーターへの電力を制御するよう構成されていることが好ましい。第一の電力プロ
フィールは、約９０％～約１００％の間の１つの負荷サイクルを含むことが好ましく、特
に好ましい実施形態では約９５％である。第二の電力プロフィールは、連続した２つの負
荷サイクルを含み、第一の負荷サイクルは約９０％～約１００％の間、および第二の負荷
サイクルは８０％～約９０％の間であることが好ましく、また特に好ましい実施形態では
、第一の負荷サイクルは９５％であり、第二の負荷サイクルは８５％である。第三の電力
プロフィールは、連続した３つの負荷サイクルを含み、第一の負荷サイクルは約９０％～
約１００％の間、第二の負荷サイクルは６５％～約７５％の間、および第三の負荷サイク
ルは約５５％～約６５％の間であることが好ましく、また特に好ましい実施形態では、第
一の負荷サイクルは９５％であり、第二の負荷サイクルは７０％であり、および第三の負
荷サイクルは６０％であることが好ましい。
【００１５】
　エアロゾル化された揮発性液体の量は、加熱されている区画の温度に依存し、区画の温
度はヒーターに供給される電力に関連する。
【００１６】
　揮発性液体は、ニコチンを含むことが好ましく、エアロゾル発生装置のユーザーの吸煙
１回当たりのエアロゾル化されるニコチンの量は、約５０マイクログラム～約１５０マイ
クログラムの間で制御可能である。それぞれの喫煙物品は、吸煙１２回で定義される少な
くとも１回の使用事象を提供するだけの十分な揮発性液体を持つことが好ましい。好まし
い一つの実施形態で、それぞれのエアロゾル発生物品は、複数回の使用事象を可能にする
だけの十分な揮発性液体を持つことが好ましい。理解される通り、毎回の吸煙中にエアロ
ゾル化される揮発性液体の量を低減することで、エアロゾル発生物品当たりより多くの使
用事象が可能となる。
【００１７】
　別の実施形態で、入力は、ユーザーから連続的な範囲の入力を受け取るように構成され
てもよく、入力の範囲はエアロゾル化された揮発性液体の量のそれぞれの範囲に対応する
。この別の実施形態では、コントローラは、最小負荷サイクル約５０％から最大負荷サイ
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クル約１００％の間で負荷サイクルを変化させることにより、ヒーターに供給される電力
の量を制御するように構成されることが好ましい。このように、エアロゾル化された揮発
性液体の量を連続的に変化させることができるエアロゾル発生システムがユーザーに提供
される。
【００１８】
　電源は、電池であることが好ましく、再充電可能電池であることがより好ましい。
【００１９】
　少なくとも一つのヒーターは、電気抵抗性のあるヒーターとしうる。ヒーターは、エア
ロゾル発生物品を受けるように構成されたくぼみの内部表面上に配置されたコイルでもよ
い。エアロゾル発生装置は、１つ、２つ、３つ、４つ、５つ、６つまたはそれ以上のヒー
ターを備えうる。
【００２０】
　一つの実施形態で、エアロゾル発生装置はさらに、電源から電力を受け取るように構成
され、エアロゾル発生物品が外側ハウジング内に受けられた時に第二の区画を加熱するよ
うに配置されている、少なくとも一つのさらなるヒーターを含む。この実施形態で、コン
トローラはさらに、エアロゾル化された送達促進化合物の量がエアロゾル化された揮発性
液体の量と比例するように、少なくとも一つのさらなるヒーターに供給される電力の量を
制御するように構成される。
【００２１】
　第二の区画は、本明細書で説明した通り、送達促進化合物の蒸気圧は揮発性液体ニコチ
ンの蒸気圧よりも低くてもよいため、第一の区画よりも低い温度に加熱されることが好ま
しい。
【００２２】
　コントローラはさらに、負荷サイクルを変化させることにより少なくとも一つのさらな
るヒーターに供給される電力の量を制御するように構成されることが好ましい。第一の区
画について少なくとも一つのヒーターのための負荷サイクルは、第二の区画について少な
くとも一つのさらなるヒーターのための負荷サイクルと異なる。少なくとも一つのヒータ
ーの負荷サイクルおよび少なくとも一つのさらなるヒーターの負荷サイクルは独立したも
のとしうる。
【００２３】
　少なくとも一つのヒーターの負荷サイクルは、少なくとも一つのさらなるヒーターの負
荷サイクルよりも大きいことが好ましい。その結果、第一の区画の温度は、第二の区画の
温度よりも高いことが好ましい。
【００２４】
　少なくとも一つのさらなるヒーターの負荷サイクルは、約０％～約４５％の間としうる
が、約１％～約３０％の間がより好ましく、約３％～２０％の間が最も好ましい。
【００２５】
　好ましい一つの実施形態で、少なくとも一つのヒーターの負荷サイクルと、少なくとも
一つのさらなるヒーターの負荷サイクルとの比は、約１．５：１～約１０：１であり、２
：１～８：１であることが好ましく、約３：１～約６：１であることが最も好ましい。
【００２６】
　望ましい実施形態で、少なくとも一つのヒーターは外部発熱体を備えた外部ヒーターで
あり、また存在する場合、少なくとも一つのさらなるヒーターは、外部発熱体を備えた外
部ヒーターである。
【００２７】
　「外部ヒーター」および「外部発熱体」という用語は本明細書で使用される時、エアロ
ゾル発生装置のハウジング内に受けられるエアロゾル発生物品の外側に位置するヒーター
およびヒーター要素をそれぞれ意味する。
【００２８】
　理解される通り、少なくとも一つのヒーターおよび少なくとも一つのさらなるヒーター
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に異なる負荷サイクルを与えることで、エアロゾル発生物品の送達促進化合物および揮発
性液体の選択加熱が可能となる。これにより、それぞれ第一の区画および第二の区画から
放出される揮発性送達促進化合物蒸気および揮発性液体蒸気の量の正確な制御が許容され
る。これにより、有利なことに、揮発性送達促進化合物および揮発性液体の蒸気濃度が制
御され比例的に均衡を取ることができ、効率的な反応化学量論が得られる。これにより、
有利なことに、エアロゾルの形成の効率、およびユーザーへの揮発性液体送達の一貫性が
改善される。また有利なことに、未反応の送達促進化合物蒸気および未反応の揮発性液体
蒸気のユーザーへの送達が低減される。
【００２９】
　エアロゾル発生物品は、第一の区画と第二の区画の間に絶縁要素をさらに備えうる。第
一の区画と第二の区画の間に絶縁要素を提供することで、第二の区画の温度を第一の区画
の温度とは実質的に独立したものとすることができる。
【００３０】
　エアロゾル発生物品の第一の区画と第二の区画はシールされていることが好ましい。第
一の区画の第一の端は壊れやすいバリアによってシールされていることが好ましく、第一
の区画の第二の端と第二の区画の第一の端との間の境界面は少なくとも一つの壊れやすい
バリアによりシールされていることが好ましく、第二の区画の第二の端は壊れやすいバリ
アによってシールされることが好ましい。それぞれの壊れやすいバリアは、金属膜で製造
されうるが、アルミニウム膜で製造されることがより好ましい。
【００３１】
　エアロゾル発生物品は、第一の区画の上流の少なくとも一つの空気吸込み口と、第二の
区画の下流の少なくとも一つの空気出口とをさらに備え、少なくとも一つの空気吸込み口
および少なくとも一つの空気出口が、少なくとも一つの空気吸込み口から少なくとも一つ
の空気出口へと延び、第一の区画を経由する、また第二の区画を経由する空気の流れ経路
を画定するように配置されていることが好ましい。
【００３２】
　こうした実施形態で、第一の区画と第二の区画は、エアロゾル発生システム内で空気吸
込み口から空気出口まで直列に配置されている。すなわち、第一の区画は空気吸込み口の
下流であり、第二の区画は第一の区画の下流であり、空気出口は第二の区画の下流である
。使用時に、空気の流れは、空気吸込み口を通してエアロゾル発生システム内に引き出さ
れ、第一の区画と第二の区画を通して下流に流れ、空気出口を通してエアロゾル発生シス
テムを出る。
【００３３】
　「空気吸込み口」という用語は本明細書で使用される時、それを通して空気がエアロゾ
ル発生システム内に引き出されうる１つ以上の開口部を描写するために使用される。
【００３４】
　「空気出口」という用語は本明細書で使用される時、それを通して空気がエアロゾル発
生システムから引き出されうる１つ以上の開口部を描写するために使用される。
【００３５】
　第二の区画は、その上に収着された送達促進化合物を持つ管状の多孔性要素を含むこと
が好ましい。「収着された」は本明細書で使用される時、送達促進化合物が管状の多孔性
要素の表面上に吸着された、または管状の多孔性要素中に吸収された、または管状の多孔
性要素上に吸着されて多孔性要素中に吸収されたことを意味する。
【００３６】
　管状の多孔性要素の内径は約２ｍｍ～約５ｍｍであることが好ましく、約２．５ｍｍ～
約３．５ｍｍであることがより好ましい。一つの好ましい実施形態で、管状の多孔性要素
の内径は約３ｍｍである。
【００３７】
　管状の多孔性要素の長軸方向の長さは約７．５ｍｍ～約１５ｍｍであることが好ましく
、約９ｍｍ～約１１ｍｍであることがより好ましく、好ましい実施形態では管状の多孔性



(8) JP 2017-500848 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

要素の長軸方向の長さは約１０ｍｍである。
【００３８】
　一つの好ましい実施形態で、管状の多孔性要素は中空円筒である。中空円筒は中空直円
筒であることが好ましい。
【００３９】
　エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品の第一の区画と第二の区画を貫通するため
に、細長い貫通部材をさらに含むことが好ましい。細長い貫通部材は、細長い貫通部材の
遠位端に隣接した貫通部分と、軸部分とを備える。貫通部分は、軸部分の直径よりも大き
い最大直径を持つことが好ましい。貫通部材はエアロゾル発生装置の中心の長軸方向軸に
沿って、外側ハウジング内に位置することが好ましい。
【００４０】
　貫通部分の最大直径は軸部分の直径の約１０５％～約１２５％であることが好ましい。
貫通部分の最大直径は軸部分の直径の約１１０％～約１２０％であることがより好ましい
。一つの好ましい実施形態で、貫通部分の最大直径は軸部分の直径の約１２０％である。
【００４１】
　貫通部分の最大直径は中空円筒の内径の約７５％～約１００％であることが好ましい。
【００４２】
　一つの好ましい実施形態で、貫通部分は円錐体である。ただし、当然のことながら、貫
通部分はエアロゾル発生物品の区画を貫通するのに適した任意の形状でありうる。貫通部
分が円錐体である場合、貫通部分の最大直径は円錐の基礎円の直径に対応する。
【００４３】
　貫通部分の最大直径は約１．５ｍｍ～約５ｍｍであることが好ましく、約１．７５ｍｍ
～約３．５ｍｍであることがより好ましい。一つの好ましい実施形態で、貫通部分の最大
直径は約３ｍｍである。
【００４４】
　「上流」「下流」および「遠位」および「近位」という用語は本明細書で使用される時
、本発明によるエアロゾル発生物品、エアロゾル発生装置およびエアロゾル発生システム
の構成要素、または構成要素の部分の相対位置を、その使用時にエアロゾル発生物品、エ
アロゾル発生装置およびエアロゾル発生システムを通過して引き出される空気の方向に関
連付けて説明するのに使用される。当然ながら、「遠位」および「近位」という用語は、
細長い貫通部材の構成要素の相対位置を説明するために使用される時、貫通部分が遠位（
「自由」）端にあり、遮断部分が装置に接続されている近位（「固定」）端にあるという
ように使用される。
【００４５】
　エアロゾル発生物品の上流端と下流端は、ユーザーがエアロゾル発生物品の近位端また
は口側の端を吸う時の気流に関連して定義される。遠位端または上流端でエアロゾル発生
物品内に吸い込まれる空気は、エアロゾル発生物品を通過して下流に向かい、近位端また
は下流端でエアロゾル発生物品を抜け出る。
【００４６】
　「長軸方向」という用語は本明細書で使用される時、エアロゾル発生物品またはエアロ
ゾル発生装置の下流または近位端とそれに向かい合った上流または遠位端との間の方向を
描写するために使用され、また「横断」という用語は、長軸方向と直角を成す方向を描写
するために使用される。
【００４７】
　第一の区画は中空円筒であることが好ましく、また貫通部分の最大直径は第一の区画の
内径の約５０％～約７５％であることが好ましい。
【００４８】
　第一の区画の内径は約４ｍｍ～約８ｍｍであることが好ましく、約５ｍｍ～約７ｍｍで
あることがさらに好ましい。一つの好ましい実施形態で、第一の区画の内径は約６．５ｍ
ｍである。
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【００４９】
　第一の区画の長軸方向の長さは約５ｍｍ～約５０ｍｍであることが好ましく、約５ｍｍ
～約２０ｍｍであることがさらに好ましい。一つの好ましい実施形態で、第二の区画の長
軸方向の長さは約１０ｍｍである。
【００５０】
　細長い貫通部材の長軸方向の長さは、第一の区画と第二の区画の長軸方向の合計長さよ
りも大きいことが好ましい。こうした長さを持つ貫通部材を提供することで、エアロゾル
発生物品の第一の区画と第二の区画が貫通できるようになる。これにより、エアロゾル発
生システムの使用時に、空気が第一および第二の区画を通して流れることができる。
【００５１】
　貫通部材の軸の直系は約１ｍｍ～約３ｍｍであることが好ましく、約１．５ｍｍ～約２
．５ｍｍであることがさらに好ましい。一つの好ましい実施形態で、軸の直径は約２ｍｍ
である。貫通部材の軸は、使用時に、空気が軸の周りを、また貫通部分によって第一およ
び第二の区画内に形成された穴を通して流れるように、貫通部分の最大直径よりも小さな
直径が備わっている。
【００５２】
　第一の区画と第二の区画の容積は同一または異なる容積としうる。一つの好ましい実施
形態で、第二の区画の容積は第一の区画の容積よりも大きい。
【００５３】
　エアロゾル発生物品はさらに、少なくとも一つのさらなる要素を含むことが好ましい。
エアロゾル発生物品は、１つ、２つ、３つ、４つ、５つまたはそれ以上のさらなる要素を
さらに備えうる。さらなる要素は、フィルター要素、第三の区画、エアロゾル発生チャン
バー、および中空管のいずれでもよい。一つの好ましい実施形態で、さらなる要素はマウ
スピースを含む。マウスピースは、エアロゾル発生物品の近位端でシールされうる。
【００５４】
　マウスピースは、適切な任意の材料または材料の組み合わせを含みうる。適切な材料の
例は、例えばポリプロピレン、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）およびポリエチ
レンなど、食品または医薬品の用途に適した熱可塑性樹脂を含む。
【００５５】
　一つの好ましい実施形態で、エアロゾル発生装置の外側ハウジングは、エアロゾル発生
物品を受けるよう構成されたくぼみを含む。くぼみの長軸方向の長さは、細長い貫通部材
の長軸方向の長さよりも大きいことが好ましい。このように、貫通部材の貫通部分は露出
されず、ユーザーによるアクセスはできない。
【００５６】
　エアロゾル発生装置のくぼみは実質的に円筒形であることが好ましい。エアロゾル発生
装置のくぼみは適切な任意の形状の横断断面を持ちうる。例えば、くぼみの横断断面は、
実質的に円形、楕円形、三角形、正方形、菱型、台形、五角形、六角形または八角形とし
うる。
【００５７】
　エアロゾル発生装置のくぼみの横断断面は、くぼみで受けられるエアロゾル発生物品の
横断断面と実質的に同一形状であることが好ましい。
【００５８】
　エアロゾル発生システムの全体的寸法は、紙巻たばこ、葉巻、細い紙巻きたばこ、また
はその他任意のこうした喫煙物品など、従来の喫煙物品と類似したものとしうる。
【００５９】
　使用時、ユーザーはエアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置の外側ハウジングに挿入
する。次に、ユーザーは、毎回の吸煙中にエアロゾル化される揮発性液体の要求量を選択
し、その選択をエアロゾル発生装置に入力する。入力に応じて、コントローラは、複数（
３つが好ましい）の電力プロフィールのうち１つに従い電源からの電力をヒーターに供給
する。次に、ユーザーはエアロゾル発生物品の近位端を吸い、空気が空気の流れ経路に沿
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って流れるようになり、ヒーターにより第一の区画で発生した揮発性液体蒸気が混入し（
液体が蒸発するレートは使用する電力プロフィールに依存する）、また第二の区画の多孔
性の管状要素上に収着された送達促進化合物からの送達促進化合物蒸気が混入する。エア
ロゾルは、気相で揮発性液体蒸気と反応する送達促進化合物蒸気によって発生する。エア
ロゾルの発生については、下記にさらに詳しく説明する。
【００６０】
　本発明のさらなる態様によれば、本明細書で説明したエアロゾル発生システムのための
エアロゾル発生装置が提供されている。エアロゾル発生装置は、揮発性液体を含む第一の
区画、および送達促進化合物を含む第二の区画を備えたエアロゾル発生物品を受けるよう
に適合された外側ハウジングと、電源と、電源からの電力を受け取るように構成され、か
つエアロゾル発生物品が外側ハウジング内に受けられた時に第一の区画を加熱するように
配置されたヒーターと、ユーザーからの複数の個々の入力を受け取るように構成された入
力と、個々のそれぞれの入力が、ユーザーによって要求されるエアロゾル化された揮発性
液体のそれぞれの個々の量に対応するように、ユーザー入力（ユーザーからの個々のそれ
ぞれの入力はそれぞれ個々の負荷サイクルに対応する）に応じて負荷サイクルを変化させ
ることにより、ヒーターに供給される電力の量を制御するように構成されたコントローラ
とを含む。「エアロゾル発生装置」という用語は本明細書で使用される時、エアロゾル発
生物品と相互作用して、ユーザーの肺にユーザーの口を通して直接吸入可能なエアロゾル
を発生するエアロゾル発生装置を意味する。
【００６１】
　第一の区画の揮発性液体は医薬でもよい。医薬の融点は摂氏約１５０度より低いことが
好ましい。
【００６２】
　別の方法としてまたは追加的に、医薬の沸点は摂氏約３００度より低いことが好ましい
。
【００６３】
　一定の好ましい実施形態で、医薬は、その内部に窒素原子がヘテロ環式環または非環式
鎖（置換）として存在する、１つ以上の脂肪族または芳香族の、飽和または不飽和の窒素
塩基（アルカリ性化合物を含む窒素）を含む。
【００６４】
　医薬は、ニコチン、７－ヒドロキシミトラギニン、アレコリン、アトロピン、ブプロピ
オン、カチン（Ｄ－ノルプソイドエフェドリン）、クロルフェニラミン、ジブカイン、ジ
メモルファン、ジメチルトリプタミン、ジフェンヒドラミン、エフェドリン、ホルデニン
、ヒヨスチアミン、イソアレコリン、レボルファノール、ロベリン、メセンブリン、ミト
ラギニン、ムスカチン、プロカイン、プソイドエフェドリン、ピリラミン、ラクロプリド
、リトドリン、スコポラミン、スパルテイン（ルピニジン）およびチクロピジン、たばこ
煙構成要素（１，２，３，４テトラヒドロイソキノリン、アナバシン、アナタビン、コチ
ニン、ミオスミン、ニコトリン、ノルコチニン、およびノルニコチンなど）、抗喘息薬（
オルシプレナリン、プロプラノロールおよびテルブタリンなど）、抗狭心症薬（ニコラン
ジル、オクスプレノロールおよびベラパミルなど）、抗不整脈薬（リドカインなど）、ニ
コチン作動薬（エピバチジン、５－（２Ｒ）－アゼチジニルメトキシ）－２－クロロピリ
ジン（ＡＢＴ－５９４）、（Ｓ）－３－メチル－５－（ｌ－メチル－２－ピロリジニル）
イソオキサゾール（ＡＢＴ　４１８）および（±）－２－（３－ピリジニル）－ｌ－アザ
ビシクロ［２．２．２］オクタン（ＲＪＲ－２４２９）など）、ニコチン受容体遮断薬（
メチルリカコニチンおよびメカミラミンなど）、アセチルコリンエステラーゼ阻害薬（ガ
ランタミン、ピリドスチグミン、　フィゾスチグミンおよびタクリンなど）、およびＭＡ
Ｏ阻害薬（メトキシ－Ｎ，Ｎ－ジメチルトリプタミン、５－メトキシ－α－メチルトリプ
タミン、α－メチルトリプタミン、イプロクロジド、イプロニアジド、イソカルボキサジ
ド、リネゾリド、メクロベミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルトリプタミン、フェネルジン、フェニ
ルエチルアミン、トロキサトン、トラニルシプロミンおよびトリプタミンなど）から成る
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群から選択される１つ以上の化合物を含みうる。
【００６５】
　エアロゾル発生物品を参照するが、好ましい一つの実施形態で、第一の区画はニコチン
供与源を含む。よって、第一の区画内の揮発性液体は１つ以上のニコチン、ニコチン塩基
、ニコチン塩、またはニコチン誘導体を含むことが好ましい。
【００６６】
　ニコチン供与源は天然ニコチンまたは合成ニコチンを含んでもよい。ニコチン供与源は
ニコチン塩基、ニコチン－ＨＣｌ、ニコチン酒石酸塩またはニコチン二酒石酸塩などのニ
コチン塩、またはその組み合わせを含みうる。
【００６７】
　ニコチン供与源は電解質形成化合物をさらに含みうる。電解質形成化合物はアルカリ金
属水酸化物、アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金属酸化物、水酸化ナトリウム（ＮａＯ
Ｈ）、水酸化カルシウム（Ｃａ（ＯＨ）2）、水酸化カリウム（ＫＯＨ）およびその組み
合わせから成る群から選択されうる。
【００６８】
　代替的または追加的に、ニコチン供与源は天然フレーバー、人工フレーバーおよび酸化
防止剤を含むがこれに限定されないその他の成分をさらに含みうる。
【００６９】
　第一の区画は液体ニコチン剤を含むことが好ましい。第一の区画は約５マイクロリット
ル～約５０マイクロリットルの液体ニコチン剤を保持するよう構成されることが好ましく
、約１０マイクロリットルの液体ニコチン剤を保持するよう構成されることがさらに好ま
しい。
【００７０】
　液体ニコチン剤は純粋なニコチン、水性溶媒または非水溶媒あるいは液体たばこ抽出物
におけるニコチンの溶液を含みうる。
【００７１】
　液体ニコチン溶液はニコチン塩基、ニコチン塩（ニコチン－ＨＣｌ、ニコチン－重酒石
酸塩、またはニコチン－二酒石酸塩など）および電解質形成化合物の水溶液を含みうる。
【００７２】
　第一の区画は収着要素および収着要素上に収着されたニコチンを含みうる。一つの好ま
しい実施形態で、第一の区画は揮発性液体ニコチン供与源を含む。
【００７３】
　一つの好ましい実施形態で、エアロゾル発生物品はさらに、第一の区画と第二の区画と
流体連通したエアロゾル発生チャンバーを含む。使用時、一つの好ましい実施形態で、ニ
コチンはエアロゾル発生チャンバー内で気相で酸または塩化アンモニウムと反応して、エ
アロゾル化したニコチン塩粒子を形成する。
【００７４】
　別の方法として、送達促進化合物蒸気は第二の区画内でニコチン蒸気と反応しうる。こ
うした実施形態で、エアロゾル発生物品は第二の区画の下流に第三の区画をさらに備える
ことができ、送達促進化合物蒸気は代替的または追加的に第三の区画内でニコチン蒸気と
反応してエアロゾルを形成しうる。
【００７５】
　エアロゾル発生物品の第二の区画は、揮発性送達促進化合物を含むことが好ましい。「
揮発性」は本明細書で使用される時、送達促進化合物の蒸気圧が少なくとも約２０Ｐａで
あることを意味する。特に明記しない限り、本明細書で言及したすべての蒸気圧は、ＡＳ
ＴＭ　Ｅ１１９４　－　０７に従い測定された２５℃での蒸気圧である。
【００７６】
　揮発性送達促進化合物の２５℃での蒸気圧は、少なくとも約５０Ｐａであることが好ま
しく、少なくとも約７５Ｐａであることがより好ましく、少なくとも１００Ｐａであるこ
とが最も好ましい。
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【００７７】
　揮発性送達促進化合物の２５℃での蒸気圧は約４００Ｐａ以下であることが好ましく、
約３００Ｐａ以下がより好ましく、約２７５Ｐａ以下がさらにより好ましく、約２５０Ｐ
ａ以下が最も好ましい。
【００７８】
　一定の実施形態で、揮発性送達促進化合物の２５℃での蒸気圧は、約２０Ｐａ～約４０
０Ｐａの間としうるが、約２０Ｐａ～約３００Ｐａの間がより好ましく、約２０Ｐａ～約
２７５Ｐａの間がさらにより好ましく、約２０Ｐａ～約２５０Ｐａの間が最も好ましい。
【００７９】
　その他の実施形態で、揮発性送達促進化合物の２５℃での蒸気圧は、約５０Ｐａ～約４
００Ｐａの間としうるが、約５０Ｐａ～約３００Ｐａの間がより好ましく、約５０Ｐａ～
約２７５Ｐａの間がさらにより好ましく、約５０Ｐａ～約２５０Ｐａの間が最も好ましい
。
【００８０】
　さらなる実施形態で、揮発性送達促進化合物の２５℃での蒸気圧は、約７５Ｐａ～約４
００Ｐａの間としうるが、約７５Ｐａ～約３００Ｐａの間がより好ましく、約７５Ｐａ～
約２７５Ｐａの間がさらにより好ましく、約７５Ｐａ～約２５０Ｐａの間が最も好ましい
。
【００８１】
　なおさらなる実施形態で、揮発性送達促進化合物の２５℃での蒸気圧は、約１００Ｐａ
～約４００Ｐａの間としうるが、約１００Ｐａ～約３００Ｐａの間がより好ましく、約１
００Ｐａ～約２７５Ｐａの間がさらにより好ましく、約１００Ｐａ～約２５０Ｐａの間が
最も好ましい。
【００８２】
　揮発性送達促進化合物は単一の化合物を含みうる。別の方法として、揮発性送達促進化
合物は２つ以上の異なる化合物を含みうる。
【００８３】
　揮発性送達促進化合物が２つ以上の異なる化合物を含む場合、２つ以上の異なる化合物
の組み合わせの２５℃での蒸気圧は少なくとも約２０Ｐａである。
【００８４】
　揮発性送達促進化合物は揮発性の液体であることが好ましい。
【００８５】
　揮発性送達促進化合物は、２つ以上の異なる液体化合物の混合物を含みうる。
【００８６】
　揮発性送達促進化合物は、１つ以上の化合物の水溶液を含みうる。別の方法としては、
揮発性送達促進化合物は、１つ以上の化合物の非水溶液を含みうる。
【００８７】
　揮発性送達促進化合物は２つ以上の異なる揮発性化合物を含みうる。例えば、揮発性送
達促進化合物は、２つ以上の異なる揮発性液体化合物の混合物を含みうる。
【００８８】
　別の方法として、揮発性送達促進化合物は、１つ以上の不揮発性化合物および１つ以上
の揮発性化合物を含みうる。例えば、揮発性送達促進化合物は、揮発性溶媒中の１つ以上
の不揮発性化合物の溶液または１つ以上の不揮発性液体化合物および１つ以上の揮発性液
体化合物の混合物を含みうる。
【００８９】
　送達促進化合物は酸または塩化アンモニウムを含むことが好ましい。送達促進化合物は
酸を含むことが好ましい。送達促進化合物は２０℃で少なくとも約５Ｐａの蒸気圧を持つ
酸を含むことがさらに好ましい。酸は２０℃でニコチンよりも高い蒸気圧を持つことが好
ましい。
【００９０】
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　送達促進化合物は、有機酸または無機酸を含みうる。送達促進化合物は有機酸を含むこ
とが好ましい。送達促進化合物はカルボン酸を含むことがさらに好ましい。送達促進化合
物はαケト酸または２－オキソ酸を含むことが最も好ましい。
【００９１】
　好ましい実施形態で、送達促進化合物は、３－メチル－２－オキソ吉草酸、ピルビン酸
、２－オキソ吉草酸、４－メチル－２－オキソ吉草酸、３－メチル－２－オキソブタン酸
、２－オキソオクタン酸およびこれらの組み合わせから成る群より選択される酸を含む。
特に好ましい実施形態で、送達促進化合物はピルビン酸を含む。
【００９２】
　存在する場合、管状の多孔性要素は、酸または塩化アンモニウムが収着される収着要素
であることが好ましい。管状の多孔性要素は、適切な任意の材料、または材料の組み合わ
せから形成されうる。例えば、収着エレメントは、ガラス、ステンレス鋼、アルミニウム
、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポ
リブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、延伸
ポリテトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）およびＢＡＲＥＸ（登録商標）の１つまたは
複数を含みうる。
【００９３】
　存在する場合、管状の多孔性要素は、多孔性プラスチック材料、多孔性重合体繊維およ
び多孔性ガラス繊維から成る群より選択された１つ以上の多孔性材料を含みうる。１つ以
上の多孔性の材料は、毛細管材料であってもなくてもよく、また酸または塩化アンモニウ
ムに関して不活性であることが好ましい。好ましい特定の多孔性材料は、酸または塩化ア
ンモニウムの物理的特性に依存することになる。１つ以上の多孔性材料は、異なる物理的
特性を持つ異なる酸とともに使用されるように、適切な任意の空隙率を持ちうる。
【００９４】
　適切な多孔性の繊維質材料には、セルロース綿繊維、酢酸セルロース繊維および結合ポ
リオレフィン繊維（ポリプロピレンおよびポリエチレン繊維の混合体など）が含まれるが
、これに限定されない。
【００９５】
　管状の多孔性要素は適切な任意のサイズおよび形状を有しうる。
【００９６】
　管状の多孔性要素のサイズ、形状および組成物は、望ましい量の揮発性送達促進化合物
が管状の多孔性要素上に収着されるのを可能にするように選んでもよい。
【００９７】
　好ましい実施形態で、約１０μｌ～約１００μｌの間、より好ましくは約１５μｌ～約
５０μｌの間、最も好ましくは約１５μｌ～約２５μｌの間の揮発性送達促進化合物は、
管状の多孔性要素上に収着される。
【００９８】
　管状の多孔性要素は有利なことに、揮発性送達促進化合物のための貯蔵部としての役割
を果たす。
【００９９】
　本発明により、コスト効果の高い、コンパクトで使用しやすいエアロゾル発生システム
の提供が許容される。その上、本発明によるエアロゾル発生物品で送達促進剤として酸ま
たは塩化アンモニウムを使用することにより、ニコチンの薬物動態学的レートは有利なこ
とに増大しうる。
【０１００】
　当然のことながら、エアロゾル発生システムはエアロゾル送達システムとしても見なさ
れうる。すなわち、エアロゾル発生システムは、揮発性液体（ニコチン剤など）および送
達促進化合物（ピルビン酸など）を混合して、エアロゾルを発生するための手段を提供す
るが、エアロゾルを活発に発生しない。エアロゾル発生物品が第三の区画を含む実施形態
では、第三の区画は第二の区画の下流であることが好ましい。物品がエアロゾル発生チャ
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ンバーを含む場合には、第三の区画はエアロゾル発生チャンバーの下流であることが好ま
しい。第三の区画は風味供与源を備えうる。別の方法としてまたは追加的に、第三の構成
要素は、第三の区画を通して引き出されたエアロゾル化したニコチン塩粒子と混合した未
反応の酸または塩化アンモニウムがあればその少なくとも一部を除去する能力のある濾過
材料を備えうる。濾過材料は活性炭などの吸収材を備えうる。理解される通り、要望に応
じて任意の数の追加的な区画を提供しうる。例えば、物品はフィルター材料を含む第三の
区画と、風味供与源を含む第三の区画の下流の第四の区画とを備えうる。
【０１０１】
　物品は不透明な外側ハウジングを含むことが好ましい。このことは有利にも、光への暴
露による酸または塩化アンモニウムおよびニコチン剤の劣化のリスクを低減する。
【０１０２】
　エアロゾル発生物品は再充填可能でないことが好ましい。こうして、エアロゾル発生物
品の第一の区画内のニコチン剤が使い尽くされた時、エアロゾル発生物品が交換される。
【０１０３】
　ある一定の実施形態では、装置もエアロゾル発生物品と同様に使い捨てとしうる。
【０１０４】
　有利なことに、装置のすべての要素は酸または塩化アンモニウムまたはニコチン供与源
と潜在的に接触し、エアロゾル発生物品が交換されると変化する。これにより、装置内で
の異なるマウスピースと異なるエアロゾル発生物品（例えば、異なる酸またはニコチン供
与源を含むエアロゾル発生物品）との間での一切の二次汚染が回避される。
【０１０５】
　第一の区画内のニコチン剤は有利にも、ニコチン剤の劣化のリスクが著しく低減される
ように、酸素（貫通部材によって貫通されるまでは、酸素は一般的に第一の区画のバリア
を通過できないため）および一部の実施形態では光に対する暴露から保護されうる。従っ
て、高いレベルの衛生が維持できる。
【０１０６】
　エアロゾル発生物品は実質的に円筒形の形状であることが好ましい。エアロゾル発生物
品は適切な任意の形状の横断断面を持ちうる。エアロゾル発生物品の横断断面は実質的に
円形または実質的に楕円形であることが好ましい。エアロゾル発生物品の横断断面は実質
的に円形であることがより好ましい。
【０１０７】
　エアロゾル発生物品の横断断面は、エアロゾル発生装置のくぼみと実質的に同一形状で
あることが好ましい。
【０１０８】
　エアロゾル発生物品のハウジングは、紙巻たばこ、葉巻、細い葉巻またはパイプなどの
喫煙物品や紙巻たばこパックの形状や寸法をまねてもよい。一つの好ましい実施形態で、
ハウジングは紙巻たばこの形状および寸法をまねたものである。
【０１０９】
　エアロゾル発生装置およびエアロゾル発生物品は、係合された時に解除できるようまと
めてロックされるように配置されうる。
【０１１０】
　装置の外側ハウジングは、適切な任意の材料または材料の組み合わせから形成しうる。
適切な材料の例には金属、合金、プラスチックまたは１つ以上のそれらの材料を含む複合
材料が含まれるが、それらに限定されない。外側ハウジングは軽量であり、壊れやすくな
いことが好ましい。
【０１１１】
　エアロゾル発生システムおよび装置は携帯型であることが好ましい。エアロゾル発生シ
ステムは、葉巻たばこや紙巻たばこなど、従来型の喫煙物品に匹敵するサイズおよび形状
を持ちうる。
【０１１２】
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　本発明の一つの態様のいずれの特徴も、任意の適切な組み合わせにおいて本発明のその
他の態様にも適用されうる。特に、方法の態様は装置の態様に適用でき、その逆もまた可
である。さらにまた、一つの態様における任意の一部および／またはすべての特徴は、任
意の適切な組み合わせにおいて、任意のその他の態様の任意の一部および／またはすべて
の特徴に適用されうる。
【０１１３】
　当然ながら、本発明の任意の態様において説明および定義された種々の特徴の特定の組
み合わせを独立して実施および／または供給および／または使用できる。
【０１１４】
　本発明は以下の添付図面を参照しながら、例証としてのみであるがさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１（ａ）】図１（ａ）は、本発明によるエアロゾル発生システムの略図を示す。
【図１（ｂ）】図１（ｂ）は、本発明による別のエアロゾル発生システムの略図を示す。
【図２】図２は、本発明によるエアロゾル発生システムで電力をヒーターにかけるために
使用される一組の３つの電力プロフィールのグラフを示す。
【図３】図３は、図２に示す電力プロフィールに対応したエアロゾル発生システムの第一
の区画の一組の３つの温度プロフィールのグラフを示す。
【発明を実施するための形態】
【０１１６】
　図１（ａ）はエアロゾル発生システム１００の略図を示す。システム１００は、エアロ
ゾル発生装置１０２およびエアロゾル発生物品１０３とを備える。エアロゾル発生装置は
、電源１０５、電気ヒーター１０６、入力１０７、制御電子回路１０８、および貫通部材
１１０を格納するための細長い円筒形を持つ外側ハウジング１０４を含む。貫通部材は、
細長い軸部分１１２および貫通部分１１４を含む。ハウジング１０４は、エアロゾル発生
物品１０３を受けるように構成された細長い円筒形のくぼみを持つ。物品１０３の近位（
または下流）端がくぼみから突出するように、くぼみの長軸方向の長さは物品１０３の長
さよりも短い。貫通部材１１０は、エアロゾル発生装置のくぼみ内の中央に位置し、くぼ
みの長軸方向軸に沿って延びる。
【０１１７】
　空気吸込み口（図示せず）は、エアロゾル発生装置１０２の遠位（上流）端に提供され
る。空気出口（図示せず）はエアロゾル発生物品１０３の近位（下流）端に提供される。
【０１１８】
　エアロゾル発生物品１０３も細長い円筒形形状を持ち、揮発性液体ニコチン供与源を含
む第一の区画１１８と、揮発性送達促進化合物供与源を含む第二の区画１２０とを含む。
第一の区画は、その上に揮発性液体ニコチン供与源が収着されている管状の多孔性要素を
含む。第二の区画も、その上に揮発性送達促進化合物供与源が収着されている管状の多孔
性要素を含む。
【０１１９】
　第一の区画１１８および第二の区画１２０は、直列に配置されており、エアロゾル発生
物品の長軸方向軸に沿って間隙を介している。断熱部分１２１は、第一の区画および第二
の区画の間に提供されている。第一の区画１１８はエアロゾル発生物品１０３の遠位（ま
たは上流）端に位置する。第二の区画１２０は第一の区画の下流に位置する。マウスピー
スまたはこれに類するものの形態でのさらなる要素（図示せず）を第二の区画の下流端に
提供しうる。
【０１２０】
　エアロゾル発生物品１０３の第一の区画１１８および第二の区画１２０の上流端および
下流端はそれぞれ、壊れやすいバリア１２２、１２４および１２６、１２８でシールされ
る。壊れやすいバリアはアルミニウムなどの金属膜で製造される。
【０１２１】
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　使用時に、エアロゾル発生物品１０３がエアロゾル発生装置１０２のくぼみに挿入され
ると、貫通部材１１０はエアロゾル発生物品１０３に挿入され、エアロゾル発生物品１０
３の第一の区画１１８と第二の区画１２０の上流端と下流端にある壊れやすいバリア１２
２、１２４、１２６および１２８を貫通する。これにより、ユーザーは、エアロゾル発生
物品にその遠位（上流）端の空気吸込み口を通して空気を引き出し、第一の区画および第
二の区画を通して下流に流し、その近位（下流）端の空気出口を通して物品から出すこと
ができる。空気の流れ経路は、貫通部材の軸付近を第二の区画の近位（下流）端で壊れや
すいバリア１２８に作られた穴を経由してさらに延び、さらに貫通部分１１４付近に延び
る。貫通部分の最大直径よりも小さな直径を持つ軸を提供することで、空気の流れ経路は
壊れやすいバリアの領域で軸の周りに延びることができる。
【０１２２】
　ニコチン蒸気は、第一の区画１１８にある揮発性液体ニコチン供与源からエアロゾル発
生物品１０３を通して引き出される空気の流れ内に放出される。好ましい実施形態でピル
ビン酸を含む送達促進化合物蒸気は、第二の区画１２２の管状の多孔性要素上に収着され
た送達促進化合物からエアロゾル発生物品１０３を通して引き出される空気の流れ内に放
出される。送達促進化合物蒸気は、気相内のニコチン蒸気と反応してエアロゾルを形成す
るが、これがエアロゾル発生物品１０３の近位（または下流）端を通してユーザーに送達
される。
【０１２３】
　第一の区画内の揮発性液体ニコチン供与源から放出されるニコチン蒸気の量を制御する
ために、制御回路は制御された電力プロフィールをヒーターに提供する。ユーザーが必要
な量を入力１０７を介して入力すると、コントローラは対応する電力プロフィールを適用
する。一般に、それぞれの電力プロフィールは、要求されるニコチンの量に応じて変化す
る定常状態負荷サイクルを含む。
【０１２４】
　図１（ｂ）はエアロゾル発生システム１３０の略図を示す。システム１３０は図１（ａ
）に示したシステム１００に類似したもので、　同様な参照番号は同様な構成要素を意味
する。システム１３０は、エアロゾル発生装置１３２およびエアロゾル発生物品１０３と
を備える。エアロゾル発生装置は、電源１０５、電気ヒーター１０６、入力１０７、制御
電子回路１３４、および貫通部材１１０を格納するための外側ハウジング１０４を含む。
装置１３２はさらに、エアロゾル発生物品１０３の第二の区画を加熱するよう構成された
第二のヒーター１３６を含む。
【０１２５】
　図１（ａ）に示すシステムと同様に、第一の区画内の揮発性液体ニコチン供与源から放
出されるニコチン蒸気の量を制御するために、制御回路１３４は制御された電力プロフィ
ールをヒーター１０６に提供する。ユーザーが必要な量を入力１０７を介して入力すると
、コントローラは対応する電力プロフィールを適用する。一般に、それぞれの電力プロフ
ィールは、要求されるニコチンの量に応じて変化する定常状態負荷サイクルを含む。さら
に、制御回路１３４は、制御された電力プロフィールを第二のヒーター１３６に提供し、
第二の区画を第一の区画とは異なる温度に加熱する。一般に、コントローラは、第一のヒ
ーターと比較して少ない電力を第二のヒーターに提供し、それゆえ第一のヒーターに提供
されている負荷サイクルと比較して低い負荷サイクルを第二のヒーターに提供する。
【０１２６】
　図２は一組の３つの電力プロフィールの例を示す。第一のプロフィールＡは単一の定常
状態負荷サイクル９５％を持つ。第二のプロフィールＢは、第一が９５％、および第二が
８５％の２つの負荷サイクルを含む。第三のプロフィールＣは、第一が９５％、第二が７
０％および第三が６０％の３つの負荷サイクルを含む。電力プロフィールは、出来るだけ
短い時間に第一の区画の温度を最低使用温度に高めるように設計されている。第三の電力
プロフィールは、第一の区画の温度をこの最低使用温度に実質的に保持するよう構成され
ている。第二の電力プロフィールは、温度をさらに高めるように構成されており、第一の
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おり、蒸発するニコチンの量は使用温度の上昇に伴い増加する。
【０１２７】
　図３は、図２に示した電力プロフィールＡ、ＢおよびＣに対応する一組（Ａ、Ｂおよび
Ｃ）の温度プロフィールを示し、周囲温度２２℃および相対湿度５０％で導通された。図
３はまた、それぞれの電力プロフィールについての第二の区画の一組の温度プロフィール
を示し、プロフィールＡは、温度プロフィールＤに対応し、プロフィールＢは温度プロフ
ィールＥに対応し、プロフィールＣは温度プロフィールＥに対応する。見て分かる通り、
第二の区画の温度は、エアロゾル発生物品の断熱部分１２１のためにそれぞれの電力プロ
フィールについて実質的に同じである。
【０１２８】
　第一の電力プロフィールＡは、およそ吸煙１回当たり１５０マイクログラムの平均ニコ
チン送達量に対応するが、これは１２回の吸煙を一群として平均したものである。第一の
電力プロフィールＢは、およそ吸煙１回当たり１００マイクログラムの平均ニコチン送達
量に対応するが、これは１２回の吸煙を一群として平均したものである。第一の電力プロ
フィールＣは、およそ吸煙１回当たり５０マイクログラムの平均ニコチン送達量に対応す
るが、これは１２回の吸煙を一群として平均したものである。
【０１２９】
　毎回の吸煙で提供されるニコチンの平均量を低減すると、ユーザーが利用できる使用回
数が増大することが分かっている。

【図１（ａ）】

【図１（ｂ）】

【図２】

【図３】



(18) JP 2017-500848 A 2017.1.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(19) JP 2017-500848 A 2017.1.12

10

20

30

40



(20) JP 2017-500848 A 2017.1.12

10

20

30

40



(21) JP 2017-500848 A 2017.1.12

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(74)代理人  100109335
            弁理士　上杉　浩
(74)代理人  100120525
            弁理士　近藤　直樹
(72)発明者  シルヴェストリーニ　パトリック　チャールズ
            スイス　ツェーハー－２０００　ヌーシャテル　シュマン　ド　モジョビア　１４５
(72)発明者  ジノヴィク　イハル
            スイス　ツェーハー－２０３４　ペソー　リュー　デュ　シャスラ　２０ア


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

